
取扱説明書

WR-60CL-SBB

WR-60CHL-SBB

WR本体（フレーム及び周辺機器）の組立設置要領はフレームに同梱の
組立要領書をご覧ください。
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1.安全に作業するために
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WR-60CL-SBB WR-60CHL-SBB

5～40℃　（設定単位1℃）

±1℃以下

防水型サーミスタ

±1％以下

単相100V(50Hz・60Hz)

3.

電子サーモ（ML-100B-CH-S）

型 式

冷 房 機

暖 房 機

コ ン ト ロ ー ラ

収 容 箱 数

寸 法

使用周囲温度

庫内制御温度

温度設定範囲

制 御 方 式

セ ン サ ー

温度検出精度

時 間 制 度

備 考

電 源

消 費 電 力

50Hz

60Hz

最小オン/オフ時間

310W

335W
965W

電子制御

15～30℃（±2℃）

※制御温度は周囲温度上下限時の目安です。

クーラーは2時間の連続運転で、約20分間の霜取り

を行います。※この間クーラーは停止します。

5～35℃

幅1345✕奥行750✕高さ1680（mm）

60箱

H-95CHL

CU-60S2

クーラー2分・ヒーター10秒



冷房機（CU-60S2）の仕様

電熱式（シーズヒーター475W×2）

ヒーター（H-95CHL）の仕様

9.5Ａ

950Ｗ

温度ヒューズ128℃　15A

3.仕  様

加 熱 方 式

ヒータ消費電力

ヒータ運転電流

加熱保護装置



フレーム

パイロットランプ

4.

クーラーCU-60S2

外：保温カバー
内：ビニルカバー

催芽バット

保温シート

アース線

アース棒端子ボックス

電源コード

電源プラグ

電子サーモ
ML-100B-CH-S

ヒーターH-95CHL
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6.

本機を設置する際には以下の事に注意してください。

　 本機の設置に際しては、単相100V15A以上の漏電ブレーカーに接続した専用コンセントを

使用してください。

直射日光の当たらない場所、熱気の少ない場所に設置する。

　直射日光があたる場所やハウス、その他熱源のそばでは、温度センサーの誤動作及びクーラー

の能力が低下する可能性がありますので使用しないでください。



地面

〇 × ×
-9-

タコ足配線
漏電ブレーカー

6.設置要領

専用コンセント
15A以上

コードを巻いたままでの使用

感電防止のために、電気を地面に逃がす役割を持ったアース棒付きアース線が附属さ
れています。クーラーのアース棒、ヒーターをご使用の場合はヒーターのアース棒を
それぞれ、次の要領で確実に地中に打ち込みます。

クーラーアース線

ヒーターアース線



7.
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クーラー・ヒーターの接続

※電子サーモの操作方法はP18以降をご覧ください。



作業
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7.取扱要領
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7.取扱要領

電子サーモの各部の名称と役割
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7.取扱要領
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7.取扱要領
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7.取扱要領
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7.取扱要領
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播種の仕方（育苗箱を使用した場合）

床　土：

播　種：

覆　土：

潅　水：

箱の縁からマイナス1cm位まで培土を入れ表面を平らに均します。

板などで溝をつけ、2～5ｃｍ位の間隔で播種します。

種子が隠れる程度に覆土します。

目の細かいジョウロで床土の底まで水が染みるくらい潅水します。

好光性種子の場合は、発芽まではやや低温が良く、発芽後は25℃の高温で
も良く生育すますが、やや低温でがっちりとした苗を作ります。

発芽後は光が不足すると徒長して脚の長い不良苗になるので、光が十分あた
るようにしてください。

地表面が乾いたら潅水してください。

本葉1～2枚が出始めた頃が良く、播種後5～7日となります。

6～10ｃｍのポリ鉢に移植します。

発芽について：

育苗について：

潅水について：

鉢上げ時期：

鉢 　 上 　 げ：

床　土：

育苗箱：

床土は市販の培土を使用するのが一般的です。
自作される場合には、保水、排水性、通気性の良い消毒した土に肥料を
混合したものをご使用ください。

水稲用の育苗箱もしくは深めの育苗箱（5～6cm）を使用する。
セルトレイ、苗用ポットをご使用の場合は、水稲用育苗箱等において使用して
ください。

※播種方法、覆土量、潅水量は、それぞれの野菜に合った方法で実施してください。



●

電源コンセント

9.
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機器を長持ちさせるために、作業後は必ずお手入れを行ってください。

ご使用環境によりましては(特にヒーターを多用する、使用場所に湿気が多い等)、
機器が錆び易くなりますので、使用後に機器内部の換気行って、湿気を取り
除いてください。

手順1 ) 手順2 )

 発芽器の前面のカバーを開けます。 電子サーモからヒーターの電源
コンセントを抜きます。

カバ−（ﾋﾞﾆﾙｶﾊﾞｰ、保温ｶﾊﾞｰ共）

この状態でクーラーの換気ファンだけ運転する状態になります。ご使用環境にもよりますが、

半日程度は運転して様子を確認してください。

※目につかない場所、手の届かない場所の結露を取ることが目的です。

ビニルカバー、フレームは布等で拭いていただく事をお勧めします。

※ヒーターランプが点灯しますが電源を接続していないためヒーターは動作しません。

手順3 )

電子サーモの設定温度を現在温度より高く設定します。(クーラーが運転しない温度)
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9.作業後のお手入れについて
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CU-60S2
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10.回路図
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12.
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13.
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13.パーツリスト
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13.パーツリスト

ML-100B-CH-S
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13.パーツリスト
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